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アジア太平洋防災閣僚会議に参加しました

World BOSAI Forum 2023 に関するお知らせ

オーストラリア・ブリスベン

公式WEBサイトで最新情報をお届けしています！

3
IDRC 2023 in SENDAI, JAPAN

仙台国際センター ／ 東北大学 川内萩ホール
International Disaster and Risk Conference 2023, SENDAI, JAPAN

2023年3 9 12月 日（木） （日）日第 回

9 月にオーストラリア・ブリスベンにて開催されたアジア太平洋防災閣
僚級会議（APMCDRR）に参加し、世界防災フォーラムではブース出展
を行いました。

当日はおのくんも参加し「かわいい」と参加者の注目の的に！震災復興
を願って生まれたおのくんのストーリーは世界の人の心にも響きます。

アジアやオセアニアの各国から防災関係者が集い、世界防災フォーラム
の成り立ちや開催概要を深く知っていただく貴重な機会となりました。

9/19 9/22（月） （木）

ウェブサイトにて参加登録いただけます。皆様のご参加、ご出展をお待ちしています。

World BOSAI Forum 2023
参加登録を受付中！早期登録割引あり
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皆さんは「災害科学科」が設置されている高校が宮城県にある
ことをご存じですか？

宮城県多賀城高校では国内で 2 つしかない防災専門学科が設置
されており、高校生が防災を専門的に学習しています。

世界防災フォーラム代表理事の小野裕一が講師として、9 月 27
日（火）に災害科学科 1年生に特別講義を行いました。

内閣府が毎年発行する防災白書を読み解き、政策立案者として
防災対策を考え、活発な議論やチーム対抗のプレゼン大会が行
われました。

あの震災から１０年、被災地の復興の現状を発信すると簡単には言う
けれど、東北の被災地は、点でもなければ、線でもない。
1０年間という時間幅と直線距離で 400キロ、実際は 1000キロ以上
もある海岸線、そして 535平方キロメートル（東京 23区の面積の 9
割に相当）という津波浸水面積を持つ面である。
比較的平坦な海岸線と複雑に入り組んだリアス式の海岸線、人の生業
や文化も大きく異なる。難しく考えず、歩いてみることにした。
ゆっくりと時間をかけて、この目でみて、人に語りかけて、この身で
感じて。1000キロを。
その模様を支援してくれた人たちにそのまま発信しようと。
２月にいわき市をスタートし４月に八戸市にゴールした。

宮城県多賀城高校にて特別授業を
行いました

世界防災フォーラム代表理事　小野裕一

「災害科学科」がある高校をご存じですか？
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福島 - 宮城

岩手 - 青森

途中は人生そのもの、ドラマの連続であった。
山あり谷あり。涙あり笑いあり。足が痛くなるのも忘れて夢中で歩いた。
思いがけずサンドイッチマンにも激励してもらった。
肉親を津波で亡くした人が「他者のために生きることで生かされた」
と絞り出すように紡ぎだされた言葉。
心の深奥を揺さぶられた。こちらのほうが生きる勇気をもらった。
コロナ禍にあって、一緒に歩いてくれた仲間、途中で語り合った 100
人を超える人たちのことは生涯忘れない。
この人たちのために自分たちは頑張れる。そう思っている。


